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L
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M
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村

T
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一

発

大相
川
村
明
師
八
月
一
日
現
在
で
所
有
耕
作
地

一例
競
売
農
地
を
入
札
す
る
場
合

i

;

-

即
大
剛
定
一
に
関
す
る
調
査
が
行
な
わ
れ
ま
す
一

ω自
作
農
維
持
資
金
借
受
の
場
合

一乙
れ
は
毎
年
行
な
わ
れ
る
も
の
で
一
例
耕
作
状
況
ま
た
は
自
作
地
小
作

一
農
業
委
員
会
の
業
務
の
重
要
な
資
一
地
な
ど
の
各
証
明
書
発
一何
の
場

料
と
な
る
も
の
で
す
。
た
と
え
ば
一

合

川
農
地
を
買
売
す
る
場
合
一
ま
た
新
農
村
建
殺
計
画
樹
立
の

全
農
家
を
対
象
に

一

日

現

在

で

耕

作

地

を

調

査

( 8月上旬号.') 

つ
3
t〈
5
t
rん
裏
山
の
キ
一
さ
い

h
q

と
、
呼
び
か
け
て
い
ま
す

…

メ

て
一
ャ
ン
プ
と
な
一
と
い
う
の
は
、
魚
が
川
底
で
産

…

ダ

出
一
完
で
郡
川
一
卵
す
あ
た
め
底
石
が
、

魚
の
増
え

一
一

は

周
一
は
家
族
づ
れ
玄
唯
一
の
温
床
と
な
る
わ
け
で
す

よ

昨
年
市
内
各
地
協
結
合
で
一
入
質
な
ど
勝
手
に
で
き
な
い
乙
と

一だ
さ
い
。
(
市
連
合
防
組
合
)

一
一
動

に
…
の
オ
ア
シ
ス

f
の
石
を
ウ
ナ
ギ
ざ
し
や
そ
の
他

f
重

し
?

自

転

忠

義

は

そ

妄

り

ま

す

。

一

j
{
;
{i，jJ
二

秒

協

…

γとし
て
、
市旦一

zの量遊び
宅
で
、
取
聖
上
げ

Zたり
品
移
動
警さ

ナ

の

2筏雪
自
是
転
車
雪
の
郁
葬
鯛
が

E止と
忘
郎
犯♂
一な
奈
恥
検
警
杏
票
震
取
利
室
手
数
脅
料
と

tして
三

τ耐乳乳一幼幼児
の

健

康

相

談

一二
…

石

漁

…
民
か
宮6
も員
県
一

τせたち
打
す

Zるの
宅
で
、
折
角
の
卵
が

政
れ
悦
吋
吟
計
れ
q吠

守
ぎ
な
剤
裂2果雲寺
牧怒め

て
一
汀一叫叫一叫η
臼肝心
1話町
γi村地
区
八
一

日

は

週

一
回

火

曜

日

一
…

底

は

…

内
か
ら
訪
れ
一
死
ん
で
し
ま
う
、
と
い
う
と
ど
で

一

一

一

一

の

し

一
る
納
涼
客
に
一
す
。

一「
い
こ
の
和
び
、
つ
ぎ
の
日
制
で
昭

一
月
五
、

六

日

一

大

村

保

健

所

で

は

、
従
来
乳
幼

一
一
1
l
リ
さ

一

一

，
f
一
和
三
十
四
年
度
の
自
転
車
登
表
正

γ竹
松
也
区
、
補
重
地
区
、

原

正

の
鱈
康
相
談
日
を
毎
週
火
、
木

二

川

っ
之

も
親
し
ま
れ
一
日
ハ
で
遊
ば
れ
る
人
は
、
と
く
に

一

一室
言
一
4

1

一

一
一
R
P
ユ
ナ

一
て
い
ま
す
が
一
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

;
一
検
査
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

、

一
地
区
:
・
八
月
六
日
一
土
曜
日
の
午
前
申
実
施
し
て
い
ま
一
一

審
伺

ア
ウ

一

一

大

一

-

一

一

y

i
l
j
jv
最
近
、
乙
の
一
ま
た
、
と
の
川
は
、
ア
ユ
つ
り

1
メ
一
自
転
車
所
什
者
は
も
れ
な
く
地
民
一

ム
賀
瀬
地
区
、
鈴
田
地
区
、
一
ニ
浦
一
し
た
が
、
八
月

一
日
か
ら
週

一
回

一

一

一
別
に
臼
転
車
ぞ
持
参
し
て
葬

を

一

地
区

八

月
九
日

一議
日
午
前
九
時
か
ら
午
後
二
時
一
日
を
管
理
す
る
漁
協
か
ら
。
ァ
ュ
一
ゃ
、
ウ
ナ
ギ
さ
し
を
さ
れ
る
場
合

j

一
受
け
て
く
だ
さ
い
。
一
実
費
所
、
時
間
な
ど
は
各
町
内
一
ま
で

γ
変
更
し
ま
し
た
。
一
や
そ
の
他
の
魚
の
繁
殖
が
防
警
官
、
入
漁
料
を
漁
業
協
同
組
合
に

土

検

一五
受
げ
な
い
自
転
車
は
古
川
電
単
位
防
犯
組
合
長

へ

お

た

若

く

一

言

保

額

二

れ

て

い

る
か
ら
、
注
意
し
て
く
だ

一納
め
る
乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す

m
r
る

{
「
夏
や
せ
を
防
ぐ
す

0

・

苦

か
ら
主
用
に
は
ウ
ナ
ギ
者
多
量
に
食
べ
な
く
て
も
よ
い
の
を
配
り
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
…

札

口

ず

)
た
め
に
は
ど
ん
な
食
カ
ロ
リ
ー
源
は
ほ
と
ん
ど
糖
質
食
べ
る
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
で
す
か
ら
、
聞
の
負
担
金
く
と
れ
た
食
べ
方
を
し
ま
す
と
、
一

三

…

刻

一
物
が
い
い
で
し
ょ
う
で
楠
わ
れ
て
い
ま
す
。

が

、

差

油

つ

け

の

も

の

を

さ

で

す

み

ま

す

。

便

通

も
規
則
正
レ
く
、
身

体

ス

同
一
一

幻

…
か
」
と
よ
く
聞
か
れ
糖
質

(含
水
炭
素
)
が
燃
焼
し
け
た
く
な
り
、
お
か
ず
に
レ
て
な
に
も
ウ
ナ
ギ
に
限
ら
ず
肉
な
か
の
機
能
も
な
め
ら
か
に
働
…

刊

一
…

引

ι
ま
す
。
頁
は
暑
己
の
て
カ
ロ
リ
ー
と
な
る
た
め
に
は
も
淡
白
な
も
の
が
好
ま
れ
ま
す
で
も
魚
で
も
い
い
わ
け
で
す
、
き
ま
ず
か
ら
、
疲
れ
き
ら
ず
…

ぃ
一
一

川

{
た
め
に
胃
も
弱
っ
て
ビ
タ
ミ
ン
肋
が
必
要
で
す
。
ビ
タ
ミ
ン
山
の
消
認
を
少
じ
で
し
か
し
一
時
に
沢
山
食
べ
た
り
元
気
で
す
ご
せ
ま
す
。

一
…

MU
い
ま
T
y
o

そ
の
た
め
(
ま
た
非
常
な
高
熱
作
業
に
従
も
減
ら
す
た
め
に
は
、
脂
肪
を
食
べ
な
か
っ
た
り
す
る
の
で
は
む
ず
か
し
〈
献
立
を
た
て
る
一

刑

一
…

E
戸
に
た
い
て
い
の

人

が

で

て

い
る
人
は
、
ビ
タ
ミ
ン

と
ら
な
げ
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

υ

な
く
、
平
均
し
て
と
る
と
と
が
と
と
よ
り
も、

む
し
芸

品

三

日
峨
士

会
志
減
退
し、

直

や

せ

す

る

大

切

で

す

。

じ

よ

う

ず

に

組

合

せ

る

方

が

大

…

引

山

口

問

れ

は

い
つ

も

必

要

油

も

の

を

か

か

さ

ず

当

内

向

日

目

立

弓

5
1M
M
U

B
三
一
一

ロ

リ

ー

だ

け

の

熱

帯

保

っ

て

、

・

コ
ま
た
は
ソ
ー
セ
ー
ジ
と
い
う
思
う
も
の
を
主
と
し
て
、
野
菜
川

刊
一
一
一
…
ま
す
が
、
暑
い
と
き
は
そ
の
恥

・
:
野

菜

類

も

十

分

に

・
:

ょ
っ
に
料
理
し
や
す
い
食
べ
も
や
芋
ぞ
加
え
る
乙
と
が
大
切
で
一

昨

関

口

が
ど
ん
ど
ん
発
散
し
ま
す
。

の
で
あ
れ
ば
、
動
物
性
も
か
か
す
。
ぞ
れ
に
は
あ
ら
か
じ
め
、

一

釈

山

一
…
い
わ
ゆ
る
、
消
費
カ
ロ
リ
ー
が
日
の
排
附
が
多
い
と
い
わ
れ
て

納
慣
と
遭
っ
て
閥
的
が
カ
ロ
リ

ざ

す

と
れ
る
で
し
ょ
う
。

だ
い
た
い
の
献
立
主
え
ず
に
四

…

昭

一m
一一

ふ
え
る
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
、

い
ま
す
)
夏
は
ビ
タ
ミ
ン
引
の
ー
に
な
る
た
め
ビ
タ
ミ
ン
刊
は
と
れ
だ
付
で
は
栄
饗
の
パ
ラ
物
に
お
出
か
け
に
な
る
と
と
で
い

昭
一
…
と
れ
そ

費

FZつ
に
し
な
げ
欠
乏
に
陥
り
や
す
い
の
で
す
。

必

要
と
し
ま
せ
ん
の
で
.
ピ
タ
ン
ス
が
と
れ
ま
せ
ん
の
で
、
野
す
。

(
一
…
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ビ
タ
ミ
ン
町
が
欠
乏
す
れ
ば
非

ミ
ン
加
の
消
慣
も
少
し
で
す
む
菜
、
め
料
制
仁
使
い
、
と
の
ご
ろ

一
日
一
・
八
デ
シ
リ
ッ
ト
ル
で
一

一
一
よ
く
見
受
け
ら
れ
る
と
と
で
す

常

に
疲
れ
や
す
く
な
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。

で
は
ト
マ
ト
、
ま
じゅ
弓
り
の
よ

も
牛
乳
争
協
え
た
食
事
を
お
考
一

)
一
μ

が
、
つ
い
怜
ぞ
ば
、
冷
む
ぎ
、
じ
、
神
経
系
の
密
〔」も
に
ぶ
つ
そ
と
で
ウ
ナ
ギ
は
非
常
に
問
う
な
の
を
食
べ
て
、
ピ
タ
ミ
シ
え
に
な
れ
ば
カ
ル
シ
ウ
ム
、
ピ

叩

一
一
一
…
れ
肢
に
な
り
、
さ
'
f
飯
仁
泊

て
き
交
す
か
ら
、
だ
る
く
な
り

川
が
多
く
、
そ
れ
だ
け
に
カ
ロ
刊
も
制
わ
か
ば
穴
り
ま
せ
ん
。
タ
ミ
ン
叩
議
わ
れ
ま
す
。

一

(

川
市
一
一
一
一
山
げ
江
川
河
川
江
川

河

げ
一

-
-
-

-
-
げ
一
一
一
一
一
辺
刊
誌

wwvJヴ
リ
一
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J
q均一
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一

点

諸

問

月

六

Vγ
…

5
日

1
9日
地
区
防
犯
組
合
て

り

た
め
の
参
考
資
料
な
ど
に
も
な

り
ま
す
の
で
、
舎
一
農
家
、
も
れ

な
く
、
正
し
く
申
告
し
て
く
だ

さ
い。

申
告
用
紙
は
部
落
実
行
組
合
長

を
通
じ
て
配
布
し
ま
す
。

提
出
期
限
は
八
月
一
日
現
在
で

記
入
し
た
も
の
を
、
五
日
ま
で
に
}

実
行
組
合
長
を
経
由
し
て
市
農
業

委
員
会
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

(農
業
委
員
会
)

!
一
国
鉄
門
司
鉄
一
羽
分

…
発

行

一

一

軍

一
道
管
理
局
で
は
一

〔
念

行

・
第
二
雲
仙

号
〕

…
噌

一

u
…
夏
季
臨
時
列
車一

(
上
り
)
長
附
発
問
時
日
分
1
4

…
を

ま

一
を
つ
ぎ
の
と
お
一
大
村
発
同
時
ト
加
分
l
京
都
者

一
車

M
…
り
増
発
し
ま
す
一

8
時
。
分

(
8
月
8
日
l
m日
)

…
市

日

…

〔
普

遁

列

一
(
下
り
)

京
都
発
初
時
加
分

!

…
引

が

一
車

〕

(
8
月
一

大

村
発
山

時

U
分
1
長
崎
明
者

一
ー

日

…
ロ
日
!
日
日
)
一
日
間
灯
分
・
:
(
8
月
8
円

1
mm日
)

…
臨

8
…

(上
り
)
長

崎

一

(

商

工

水

産

課

)

発
勾
時
ロ
分
l
一

大
村
発
お
時
日
分

l
門
司
港
一

陸
、
海
、
空
自
衛
隊
の

者
6
時
何
分

(
下
り
)
門
司
翠
~
一
一

一
幹
部
候
補
生
を
募
集

n時
l
(有
明
線
回
り
)

諌

早

一一A
応
募
粍
格

着
5
時
出
八
刀

l
畏
崎
着
6
時
一一

一
般
薬
剤
:
・昭
和
九
年
四
月
二

一
日

1
間
十
三
年
四
月

一
日

買

牧

農

地

の

供

託

金

を

一
医
科
悶
利
昭
和
七
年
四
月
二

一
十
二
日
J
同
十

一
年
四
月
}
日

受

取

っ

て

い

な

い

人

へ

一

の

聞

に

出

生

し

た

訟

で

、
大

-

一
竿
そ
卒
業
、
ま
た
は
見
込
み
の

効
m

昭
和
二
十
四
年
以

一

本
一
通
)

一

宮

専
守

山

降

、
不
在
地
主
な
ど
一四
、
担
保
構
に
基
く
供
託
物
の
還
一

ョ

白

山

の

た
め
農
地
を
買
収
一
付
請
求
の
警
は
以
上
の
ほ
か
一
台

ι間

八

月

百

人

月

ヨJ
か
さ
れ
た
分
に
対
す
る一

担
保
権
の
消
滅
そ
証
す
る
に
足
一

↑
寸
ア

E

一

一

心

試

験

十

月

十

日

(

土

)

十

}

2
j
o

農
地
代
金
を
供
託
さ
一
る
害
類

一

一

一

日

(

日

)

三

川

れ
、
ま
だ
宋
受
領
の
一
五
、
担
保
権
者
の
印
鑑
証
凶
書
一

河

山
人
が
相
当
あ
り
ま
す
一
(
農
業
委
員
会
)
一
く
わ
し
い
こ
と
は
市
民
課
へ
お
た

持
c

と
の
対
価
は
問
和
三

一す
ね
く
だ
さ
い
。
(
市
民
課
)

十
四
年
度
に
供
託
し
た
も
の
は
、
一

)
)

r

j

j

i
(
1

本
年
度
で
時
刻
に
か
か
り
ま
す
の
一

l
a
b
l
i
l
i
-
-
l
i
--i

で
、
県
は
と
れ
の
一
掃
に
努
め
還
一

夏

の

祭

典

一
花

火

大

会

付
の
促
進
ぞ
は
か
つ
て
お
り
ま
す
一

菜

、
本
年
四
月
一
日
か
ら
農
地
一

玖

島

崎

海

岸

で

十

一

日

代
金
還
付
請
求
の
手
続
き
が
改
正
一

に
な
り
ま
し
た
の
で
農
地
代
金
還
一

大
村
観
光
協
会
、
同
商
工
会
議
一
十
分
か
ら
八
時
ま
で
暑
中
け
い
古

付
摘
求
者
は
、
つ
ぎ
の
書
類
ぞ
提
一
所
共
催
の
花
火
大
会
は
八
月
十
二
を
行
う
の
で
、

一
般
の
参
加
令
歓

出
す
る
と
と
も
に
県
農
地
開
拓
課
一

目
、
恒
例
に
よ
っ
て
、
玖
島
崎
海
一迎
し
て
い
ま
す
。
(
剣
道
協
会
)

へ
直
接
選
付
請
求
さ
れ
る
よ
う
お

一
岸
で
は
な
や
か
に
催
さ
れ
ま
す
。

一

1
1
j
j
i
{

知
ら
せ
し
ま

す

。

一

と

の

日

は

、
個
人
商
庖
の
ス
ボ

一

還
付
請
求
の
た
め
の
賢
官
一
ン
サ
l
入
り
で
行
わ
れ
る
仕
掛
け一

1
関

山

訪

問

持

県
農
地
開
拓
課
に
あ
り
ま
す
。
一
を
は
じ
め、

打
上
げ
花
火
な
ど
約
一
軒

い
の
も
と
の
季
節
で
す

一
、
供
託
響
下
附
願
(
民
地
法
以
一
五
百
発
が
更
の
夜
空
を
い
ろ
ど
る
一

れ

ロ
と
の
た
め
九
唱
で
は

降
の
分
)

一乙
と
に
な
っ
て
お
り
、
例
年
、
東
一
ふ

口
事
故
防
止
に
万
全
を
期

二
、
受
取
人
の
印
鍛
証
明
書
夜
、
西
彼
方
面
か
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に
現
況
の
届
出
を
、
氏
名

制
の
請
求
書

一

住

所

、

郵

便

局

を

変
質
し
た
と
き

同
支
給
停
止
関
係
届
H
右
と
同
一
は
二
十
日
以
内
に
、
死
亡
し
た
と

じ
で
、
公
的
牛
金
J

借
受
け
て
一
き
は
そ
の
遺
族
が
、
十
四
日
以
内

い
る
場
合
、
そ
の
写
を
添
付

一に
届
刷
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

す

る

一

証

書
を
紛
失
し
た
と
き
は
、

届

刷
所
得
状
況
周

H
請
求
者
の
前
一
出
て
再
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い

年
の
所
得
お
よ
び
削
偶
者
と
一
い
ず
れ
も
規
定
の
届
刷
紙
争
準
備

扶
墾
議
治
省
の
前
牛
の
所
得
一
し
て
い
ま
す
。

税
額
の
届
書

一
以
上
が
国
民
年
金
の
大
略
で
す

いけ
医
師
の
診
断
面
H
障
害
者
の
一
が
、
な
お
、
ご
不
審
の
点
は
福
祉

み
で
、
肢
体
小
自
由
と
視
聴
一
事
務
所
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
.

覚

州

が

あ

る

・

一

(

福

祉

事

務

所

)

小
川
生
計
維
持
、

生
計
同

一
め
証
一

l
i
l
l
i
l
i
-
-
-

明
皆
川
老
令
、

障
害
は
前
年
一
毒
物
劇
物
取
県
で
は
番

所
得
三

万

内

以

上

で

所

得

一

物

一

刷

物

取

扱

税
額
の
な
い
も
り
が
、
十
六
一
扱
者
の
試
験
者
試
験
を
八

才
未
満
の
子
の
生
計
存
維
持
一
月
二
十
七
、
二
十
八
三
抑
早
市
ほ

す
る
証
明
省
、

母
子
は
、
父
一
か
ニ
カ
所
で
実
施
し
ま
す
の
で
、

.

の
死
亡
当
時
時
子
が
父
に
よ
一
希
望
者
は
八
月
十
五
日
ま
竹
県
薬

一
っ
て
生
計
手
維
持
し
た
乙
と
一
務
開
理
課
ヘ
願
一
時
点
提
出
し
て
く

一

お

よ

び

現
在
、
母
が
子
の
生
一
だ
さ
い
。

一

討
す
伊
維
持
す
る
証
明
書
一
く
わ
し
い
こ
と
は
農
林
製
ま
た
は

一
な
ど
い
ず
れ
も
各

一
号
、
印
支
謀
健
所
へ
問
合
せ
て
く
だ
さ

一
鑑
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
一
い
。
(
農
林
課
)

山刊
戸
籍
抄
本
H
老
令
、

障
害
は

本
人
の
現
在
分
、
母
子
は
、

母
と
子
の
現
在
分
お
よ
び
死

亡
当
時
の
父
と
母
子
の
身

分
関
係
が
明
ら
か
に
で
き
る

抄
本

実
施
の
時
期

あ
な
た
の
該
当
年
金
は
?

地

区

別

請

求

割

日

遇
算
、
還
付
な
ど

謄
抄
本
の
請

求
受
付
月
日

福
祉
年
金
の

請
求
受
付
月
日

受
付
場
所

8 
月
17 
日

8 

20 
日

11 10 10 )0 9 9 9 9 
-月

16 27 12 2 25 15 8 1 
日

9 
月
4 
日

老
令
年
金
等
五
つ
が
あ
り
ま
す

出
張
所

。
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